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アートがコミュニケーションの手段になったのは、いつ頃からだろうか。一方的な発信者と
しての作家あるいは受信者としての観客ではなく、相互交流としてのコミュニケーションを
アートとして私が意識し始めたのはおそらくロンドン留学中であろう。以来ことばは私にと
って最も重要な表現手段となった。そして帰国後もその意識は依然として強く、コミュニケ
ーションの対象となる他者の存在がより強い輪郭を表してきた。
相互のコミュニケーションを成立させる2つの視点、自己と他者は時により様々に形を変え
て立ち現れる。日本と西洋、現在と過去、内部と外部といったように。そして私はそれら2
つの視点の間を行き来する。その自由な視点を獲得し、そこから世界をのぞき見ること、そ
れが私の方法であり、作品を成り立たせる条件でもある。
とりわけ内部と外部の問題は私の所属する場所を意識することになり、イギリスから日本へ
あるいはその逆へと自分のポジシヨンを移動しながら、ときには私自身を内部と外部に解体
するという作業を必要とした。最近作のインタビュー作品では国という概念に対し、内部と
外部から見ることで探ろうという試みとともに、国と個人を二項対立でとらえ、さらには他
者、世界に対する私というように視座を主体から客体へシフトさせながらも、常に内部と外
部を意識していくこととなった。
このように内部と外部を行き来する視点は美術の現れる場をも問題とし、ギャラリースペー
スに対するストリート（公共の場、ノンプロフイットの展示スペース)、あるいは美術団体
、学校という組織の内部と外部といったように作品発表の場や形態に対しても自由にシフト
することでそれらを複眼的に捉えようとした。
制作の場から生活の場、そして教育の現場までも含みそれらの中におけるある場所に所属し
ながら、一カ所に留まることなく自由に移行していく中で、対象との微妙な距離をとりなが
ら、これからも私はコミュニケーションを展開していくことになるだろう。
日本の未来（日本語版)"/2001年/テキスト、写真、ファイル 日本の未来（韓国語版)/2001ff/テキスト(翻訳：金世運)、写真、ファイル
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ジャンル間の畦をなくすこと、国境を無くすことを一つのテーマとして取り組んできたが、やがてそれ
はお互いの差異を認めたうえで、両者を交通可能なものにしてやるという考えに転じていった。2つの
文化の差異が言語であるならば、それをつなぐ作業は翻訳である。しかし私にとって自分のことばでは
ない英語では表現しきれないことがあると感じたとき、私は自分のことばである日本語を使うことを決
めた。ここで発表した作品は「西洋｣、「現代｣、「他者」から、「日本｣、「私のルーツ｣、「私」へと
、私の視点が移行する過渡期の作品である。イギリスロンドンの地下鉄の中を持って歩いた作品は、海
を渡り日本へ、そして大学のキャンパス内に立ち現れる。そんな作品自身が時を越え空間を移動してい
く中で、作品の見え方、つまりテキストの持つ意味が微妙に変わっていく。作品そのものが変化してい
くのである。
私はこの作品に和訳をつけ、ここで再び示すことによって、テキスト間に生ずる意味の「ずれ」を確認
したかった。そしてそれを新たな環境でのStartingPointにしようと考えた。
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名古屋造形芸術人学・短期大学キャンパス内
ExhibitionOnTheTrain/1998年/ロンドン地下鉄内での展可
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においの標示/2000年/インクジェットプリント/15×1Ocm/ポストカー ド40種、約200枚
大学のキャンパス内という日常空間
を展示スペースにするという展覧会に
おいて、キャンパス内施設の内部と外
部を強く意識することにより、その接
点となる扉を中心に作品（テキスト）
を設置した。またスクールバスに貼る
ことによって、大学の内部と外部を繋
いでみようと試みた。環境そのものを
作品に取り込み、作品の内側と外側の
区別を暖昧にし、さらには「ことば」
とことばにならない「におい」という
生理的な感覚との間に相互のコミュニ
ケーションを試みた。
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学校が美術館・2/2000年8月/名古屋千種台中学校
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教室を使ったインスタレーション
「Untitled（NOTFORSALEより）」l{本措バー ジョン/2000年/紙にシルクスクリー ン/77×102cm(1996年作)、黒板にチョー クでドロー イング
ガラスボール直径25.5cm×高さ10.5cm12個、ワイン、コカコーラ、水、トマトジュース、アセテートにインクジェットプリント
オリジナル作品はイギリスで
制作、発表したものである。
観客に、和訳するという作業
を通して作品に参加してもらっ
た。〆
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ポストカード（1996年作)/l〔)×15m，ホワイトボードマーカー（赤、黒)、A4再生紙、鉛筆、消しゴム、英和辞典、机、椅子、鉛筆削り
20
Intercommunication
蓉
沁
癖鐸浄
?《?》》??》、??、》??‐??》?
??．???
、 … ?
?
?
???
??
??
?
????
?
??
??????》 ?? ｝》??? 鞠”鐸，“鞠.丸
蜘輔‘
騨戸詔菩,主
?､謡
￥毒。q
舞子
蕊恕捧
鐙譲謹
・鋳癖
…1
毛軽』罫
蟻
.…
壗零
蕊営溌
副Y
日本‘
I庭IIRFC
出司
営毒筌
鐇
鞍
????〕??《?? ?
????
?
?
???
???
???、???
両
畔
坐 詫関
鳶
鐡
藷顛
一鎌1溌織
ｰ
????????‐??
I
日本の未来（ビデオインスタレーシヨン）'2001年/VHSビデオ（120分)、写真、机、椅子、テレビデオ、テレビ台、フアイル
文化植民地2001
作家の家にステイし、生活を共にする。アシスタントの学生らと共に会場づくりから始め、展覧会のすべてをつくりあげる。
共に語らい、そして遊ぶ。そんな交流を展覧会の骨子とするキュレーターの思想と、それに賛同する作家たちの意志が重なった。
言葉の壁を超えた文化交流は10日間に及んだ。
このプロジェクトはⅡ本の若
い世代の人にインタビューをし
てそれをまとめるというもので
ある。合計60人あまりのインタ
ビュー を取った中から、50人余
りを選んで編集した。
質問は共通で、
1．日本の良いところは？
2．日本の悪いところは？
3．将来の夢は？
の3つである。韓国で発表する
ため、韓国語に訳したものをフ
ァイルで提示した。 日本の未来/ビデオーより
｢文化植民地2001」展
2001年8/31～9/14
腱示スペース「大気」
企画：韓美愛
ﾉウル（韓国）
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社会風刺展 2001年11/19～11/26
｢芸術の殿堂」ソウル（韓国） 産
：尋篭
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前回の文化植民地展の作品「日本の未来」に、韓国滞在中に取材し
て帰国後完成させた新作「韓国の未来」を加え、2作品を交互に放映
した。韓国語、日本語間の翻訳はすべて写真の金世運氏に協ﾉJを得た。
彼女は唯一人、両方のビデオ作品に登場し、それぞれの国の言葉でイ
ンタビューに答えた。2カ国で生活する中で揺れ動く微妙なアイデン
ティティーの変化を、彼女の姿に投影して表現したいと私は思った。
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日本の未来(EditVersion),/2001年
VHSビデオ50分、ファイル
韓国の未来/2001年／
VHSビデオ50分、フアイル
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韓国の未来/ビデオより
国展2001年
公募団体に出品するのは初めはそこにある制度、組織に積極的に入っていき参加することによって、日本の美術の構造を知
るためであった。そこでもやはり内部と外部という視点の変換を通して、あるいは様々な人々とのコミュニケーションを通し
て、美術という枠組み（とりわけ日本の）を見ることができる。作品は1つの枠組みに収まることによりその形を変換させね
ばならない。しかし最初に述べたように、これらのコンテクストの変遷の中で動いてゆくテキスト（作品）の意味に自由度と
許容性を持たせることにより、コミュニケーションは成立するのである。私にとって重要なのは完成作品ではなく、形を変え
て続いてゆく、作品の現れる場に生じるコミュニケーションなのである。
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LOVESONG/2001年/65×91cm/BFK紙にシルクスクリー ン MOTHER/2001年/65×91cm/BFK紙にシルクスクリー ン、岩絵具
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